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ミニレポート vol.2３ 
リーダーシップとは、 
「ある一定の目的に向けて人々に影響
を与え、その実現に導く行為」 

 

ウチヌノ人事戦略事務所 社会保険労務士 内布 誠 

 

 

◆４月から制度改正 
 
 
◆リーダーシップとは 

 組織を活性化し、変革し、組織の競争優位を確立

するためには優れたリーダーシップは欠かせません。

だからこそ、成果を上げ注目を浴びる組織について

は、必ずリーダーの言動も取り上げられます。ここ

では、リーダーシップについて主に「モチベーショ

ン」を切り口に論じていきたいと思います。リーダ

ーシップについては、さまざまに論じられています

が、私はリーダーシップを「ある一定の目的に向け

て人々に影響を与え、その実現に導く行為」と定義

しています。そのことから、モチベーションや影響

力という観点を中心に置くことが、実践的な内容に

なると考えているからです。 

 多くのリーダーたちは、組織のために真剣に苦悩

しています。そして孤独です。そんな彼らの悩みか

ら次の4つの結論を導きました。 

 

 

 リーダーシップとは、「ある一定の目的に向

けて人々に影響を与え、その実現に導く行為 

 

 1点目は、リーダーシップは、内部環境であるメン

バーや外部環境であるマーケットの相互作用である

こと。そう捉えると、リーダーシップだけを単独で

切り離して、「正しいリーダーシップとは」という

問いは成立しません。リーダーとして求められるの

は、内部のメンバーの現状に即した「リーダーシッ

プ」であり、かつその時のマーケットに即した「リ

ーダーシップ」であるという、内外の環境に順応し

た「適切なリーダーシップ」なのです。 

 2点目は、「適切なリーダーシップ」を発揮するた

めの原理原則が、間違いなく存在することです。リ

ーダーを取り巻く内外の環境は、一定の法則に従っ
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て変化します。リーダーシップの原理原則とはこの

環境に適応していくことだといえるでしょう。 

 3点目は、リーダーシップは、天性の資質で決まる

ものではないことです。リーダーシップはスキルな

のです。つまり、スキルを「磨くか、磨かないか」

の問題と捉えることができます。今後、この連載で

も原理原則の一部を紹介していきますが、その原理

原則を知り、実践で鍛えれば、そのスキルは確実に

伸びるでしょう。「自分はリーダーに向いていない」

「リーダーになるタイプではない」という弱音は、

スキルを開発することを放棄する言い訳に過ぎない

のです。 

 4点目は、リーダーシップは、立場や役割を越えた

行為であることです。ある状況下で、ある目的を達

成する為にリーダーシップを発揮する人がリーダー

であり、「マネジメント」とは異なるニュアンスを

含んでいます。変化が激しく、先行き不透明な時代

においては、マネジメントよりも、リーダーシップ

が求められるのです。 

 

 


